
ー

問
題
の
提
起

津
田
左
右
吉
は
、
「
王
道
政
治
思
想
」
を
論
じ
た
一
文
の
な

か
で
、
と
く
に
孟
子
の
「
王
道
論
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

ペ
て
い
る
。

孟
子
の
王
道
論
は
…
…
一
く
ち
に
い
ふ
と
、
如
何
に
す
れ

ば
営
時
の
一
國
の
君
主
が
天
下
を
混
一
し
て
其
の
王
と
な
り

得
ら
れ
る
の
か
、
と
い
ふ
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
其

の
主
張
す
る
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
と
、
次
に
い
ふ
や
う
な
こ

と
に
な
る
。
君
主
が
其
の
富
強
を
は
か
り
戦
に
勝
た
う
と
す

れ
ば
、
す
る
ほ
ど
民
を
苦
し
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
民

に
と
つ
て
は
虐
政
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
民
は
か
A

る
虐
政

を
行
ふ
君
主
に
は
師
服
し
な
い
。
そ
れ
に
反
し
て
、
民
を
苦

し
め
な
い
君
主
、
い
ひ
か
へ
る
と
仁
政
を
施
す
君
主
、
に
は

民
は
喜
こ
ん
で
婦
服
す
る
。
も
し
す
べ
て
の
君
主
が
虐
政
を

行
っ
て
ゐ
る
間
に
立
つ
て
、
か
A

る
仁
政
を
施
す
君
主
が
一

人
あ
る
な
ら
ば
、
虐
政
の
下
に
呻
吟
す
る
民
は
み
な
そ
れ

ぐ
の
君
主
に
離
叛
し
て
、
此
の
仁
君
に
は
冒
服
す
る
。
天

下
の
す
べ
て
の
民
が
踊
服
す
れ
ば
、
も
は
や
他
に
は
君
主
は

無
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
れ
が
即
ち
天
下
の
王
と
な
っ
た

(
l
)
 

こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た

仁
政
を
行
ふ
君
主
に
は
四
方
の
民
が
お
の
づ
か
ら
来
蹄
す

(
2
)
 

る
、
と
い
ふ
の
が
王
道
論
の
精
髄

あ
る
い
は
ま
た

王
道
論
の
主
張
は
、
仁
君
が
あ
っ
て
そ
れ
が
他
の
君
主
を

服
燭
さ
せ
る
の
で
も
そ
れ
を
倒
す
の
で
も
な
く
、
民
衆
が
お

の
づ
か
ら
仁
君
に
来
婦
す
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
或
る

君
主
に
隷
麗
し
て
ゐ
る
民
衆
が
其
の
ま
A

全
髄
と
し
て
新
に

現
は
れ
た
仁
君
の
治
下
に
移
る
の
で
は
な
く
、
民
衆
の
個
々

が
従
来
の
君
主
と
の
醐
係
を
絶
つ
て
新
な
る
君
主
に
蹄
服
す

(
3
)
 

る
と
い
ふ
考
へ
方
で
あ
る
…
…

と
も
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
孟
子
が
こ
の
よ
う
に
考
え
る
に
至

っ
た
に
つ
い
て
は

埼
玉
工
大
研
究
紀
要

孟
子
に
お
け
る
民
の
移
動
の
問
題
—
|
「
王
道
論
」
岡

本

光

生

の
前
提
—
|
l
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戦
風
の
た
め
に
安
ん
じ
て
生
活
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
民

衆
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
比
較
的
平
和
の
地
に
難
を
避
け
、

ま
た
水
旱
の
災
か
ら
起
っ
た
餓
饉
な
ど
の
た
め
に
流
民
と
な

っ
た
も
の
が
、
い
く
ら
か
の
住
み
よ
き
と
こ
ろ
に
落
ち
つ
き

場
所
を
求
め
た
や
う
な
事
例
が
、
か
う
い
ふ
考
の
成
立
を
誘

(
4
)
 

っ
た
の
で
あ
ら
う
。

と
述
べ
、
こ
う
し
た
考
え
の
背
後
に
歴
史
的
事
実
の
存
在
し
て

い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

と
こ
ろ
で
孟
子
の
「
王
道
論
」
に
つ
い
て
の
津
田
の
こ
う
し

た
理
解
が
正
当
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
孟
子
に
お
い
て
民

衆
は
、
そ
の
本
来
土
着
し
て
い
る
土
地
か
ら
容
易
に
移
動
し
得

る
、
地
縁
的
結
合
か
ら
容
易
に
解
放
さ
れ
得
る
、
あ
る
い
は
す

で
に
解
放
さ
れ
た
存
在
、
「
移
動
の
自
由
」
を
持
つ
存
在
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
こ
に
お
け
る
「
移
動
の
自
由
」
は
如
何
な
る
性
質
の
も

の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
も
そ
も
そ
れ
は
自
力
で
獲
得
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
他
の
力
の
介
入
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
場
合
、
そ
の
力
は
如
何
な
る
性
質
の

カ
で
あ
る
の
か
、
以
下
の
考
察
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
点
を
孟
子

の
発
言
に
即
し
つ
つ
、
ま
た
他
の
文
献
あ
る
い
は
歴
史
的
事
実

〔注〕
(
1
)

津
田
左
右
吉
「
王
道
政
治
思
想
」
（
全
集
十
八
所
収
）

七
頁
。

(
2
)

前
掲
書

(
3
)

前
掲
書

(
4
)

前
掲
書民

衆
の
移
動
ー
—
そ
の
二
つ
の
類
型
ー
—

民
の
「
移
動
の
自
由
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
孟
子
は
し

ば
し
ば
、
民
が
戦
乱
に
よ
っ
て
そ
の
土
着
の
土
地
か
ら
切
断
さ

れ
る
、
い
わ
ば
強
制
的
に
地
縁
的
結
合
を
解
体
さ
れ
、
「
移
動

の
自
由
」
を
持
た
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
現
象
を
指
摘
す

る
。
た
と
え
ば
、
梁
恵
王
上
篇
で
恵
王
の

晉
國
天
下
莫
強
焉
、
斐
之
所
知
也
。
及
寡
人
之
身
、
東
敗

於
齊
、
長
子
死
焉
、
西
喪
地
於
秦
七
百
里
、
南
辱
於
楚
。
寡

人
恥
之
。
願
比
死
者
壼
洒
之
。
如
之
何
則
可

と
い
う
問
に
対
し
、
孟
子
は

地
方
百
里
而
可
以
王
。
王
如
施
仁
政
於
民
、
省
刑
罰
、
薄

税
飲
、
深
耕
易
褥
、
牡
者
以
暇
日
、
脩
其
孝
悌
忠
信
、
入
以

事
其
父
兄
、
出
以
事
其
長
上
、
可
使
制
梃
以
撻
秦
楚
之
堅
甲

一
四
九
頁
。

一
五
四
頁
。

一
四
八
頁
。

を
も
視
野
に
収
め
な
が
ら
、
分
析
し
て
い
き
た
い
。

一
四



3
 

利
兵
突
。
彼
奪
其
民
時
、
使
不
得
耕
孵
以
養
其
父
母
、
父
母

凍
餓
、
兄
弟
妻
子
離
散
。
彼
陥
溺
其
民
、
王
往
而
征
之
、
夫

誰
興
王
敵
。
故
日
、
仁
者
無
敵
。
王
請
勿
疑

と
答
え
て
い
る
。

「
彼
（
秦
楚
を
指
す
）
奪
其
民
時
」
と
い
う
政
治
、
す
な
わ

ち
軍
事
と
術
役
に
民
衆
を
不
断
に
徴
発
す
る
虐
政
が
、
「
父
母

凍
餓
、
兄
弟
妻
子
離
散
」
と
い
う
現
象
を
引
起
す
、
血
縁
的
紐

帯
、
地
縁
的
結
合
を
解
体
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
斉

の
宣
王
と
「
楽
し
み
ご
と
」
に
つ
い
て
対
話
を
交
し
た
孟
子
は

「
臣
請
為
言
楽
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
王
鼓
榮
於
此
、
百
姓
聞
王
鍾
鼓
之
盤
、
管
箭
之
音
、
畢

疾
首
盛
頗
而
相
告
日
、
吾
王
之
好
鼓
架
、
夫
何
使
我
至
於
此

極
也
、
父
子
不
相
見
、
兄
弟
妻
子
離
散
。
今
王
田
猟
於
此
、

百
姓
聞
王
車
馬
之
音
、
見
羽
施
之
美
、
畢
疾
首
盛
頗
而
相
告

日
、
吾
王
之
田
撒
、
夫
何
使
我
至
於
此
極
也
、
父
子
不
相

見
、
兄
弟
妻
子
離
散
。
此
無
他
、
不
典
民
同
架
也
（
梁
恵
王

下）
こ
こ
で
も
ま
た
君
主
の
虐
政
が
「
父
子
不
相
見
、
兄
弟
妻
子
離

散
」
な
る
事
態
を
惹
起
す
る
と
し
、
ま
た
郷
の
穆
公
に
対
し
凶

年
餓
歳
に
は
「
君
之
民
、
老
弱
轄
乎
溝
墾
、
壮
者
散
而
之
四
方

者
幾
千
人
突
」
（
梁
恵
王
下
）
と
指
摘
し
、
ま
た
斉
の
平
陸
に

お
い
て
そ
こ
の
大
夫
孔
距
心
な
る
も
の
に
や
は
り
「
凶
年
餞

歳
、
子
之
民
、
老
巖
韓
乎
溝
堅
、
壮
者
散
而
之
四
方
者
幾
千

人
突
」
（
公
孫
丑
下
）
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
戦
争
、
餞
饉
な
ど
危
機
的
情

況
に
あ
っ
て
、
「
父
子
不
相
見
、
兄
弟
妻
子
離
散
」
、
「
牡
者
散

而
之
四
方
者
幾
千
人
突
」
と
あ
る
よ
う
に
、
民
は
血
縁
的
、
地
縁

的
結
合
を
解
体
さ
れ
、
そ
う
し
た
紐
帯
か
ら
解
放
さ
れ
た
「
裸

の
個
」
と
し
て
「
移
動
の
自
由
」
を
強
制
的
に
賦
与
さ
れ
て
し

ま
う
の
だ
、
と
言
え
よ
う
。

危
機
的
情
況
に
あ
っ
て
、
民
が
そ
の
血
縁
的
、
地
縁
的
結
合

を
解
体
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
認
識
は
、
ま
た
墨
子
に
も
見
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

墨
子
の
非
攻
下
篇
に

今
王
公
大
人
、
天
下
之
諸
侯
、
則
不
然
。
将
必
皆
差
論
其

爪
牙
之
士
、
比
切
其
舟
車
之
卒
伍
、
於
此
為
堅
甲
利
兵
、
以

往
攻
伐
無
罪
之
闘
。
入
其
闊
家
邊
境
、
菱
刈
其
禾
稼
、
斬
其

樹
木
、
堕
其
城
郭
、
以
湮
其
溝
池
、
攘
殺
其
牲
栓
、
播
潰
其

祖
廟
、
勁
殺
其
萬
民
、
覆
其
老
弱
、
遷
其
重
器

と
あ
る
箇
所
は
‘
―
つ
の
国
家
が
他
の
国
家
を
滅
亡
せ
し
め
る

と
い
う
こ
と
が
、
具
体
的
に
如
何
な
る
行
為
を
伴
う
も
の
で
あ

る
か
を
述
べ
た
部
分
で
あ
る
が
、
墨
子
は
、
こ
う
し
た
行
為
と



4-・ 

そ
の
結
果
を
「
殺
天
之
人
、
滅
鬼
神
之
主
、
腹
滅
先
王
、
賊
虐

萬
民
、
百
姓
離
散
」
（
非
攻
下
）
と
要
約
し
、
「
此
中
不
中
鬼
之

利
突
」
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
国
家
の
滅
亡
が
「
百
姓
離

散
」
と
い
う
結
果
、
す
な
わ
ち
、
地
縁
的
結
合
の
強
制
的
解
体

と
い
う
結
果
を
招
く
と
い
う
認
識
が
墨
子
に
存
在
し
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
よ
り
一
層
注
目
す
べ

き
は
、
戦
争
な
い
し
餓
饉
と
い
う
危
機
的
情
況
に
お
い
て
、
民

を
地
縁
的
結
合
か
ら
切
断
す
る
こ
と
を
謀
る
と
い
う
政
策
が
、

戦
国
時
代
、
さ
ら
に
朔
っ
て
春
秋
時
代
に
実
際
に
行
な
わ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。

餓
饉
を
背
景
に
し
て
そ
う
し
た
政
策
の
行
な
わ
れ
た
ら
し
い

こ
と
は
、
梁
恵
王
上
篇
の
以
下
の
箇
所
か
ら
推
察
さ
れ
る
。

梁
恵
王
日
、
寡
人
之
於
闊
也
、
盛
心
焉
耳
突
。
河
内
凶
、

則
移
其
民
於
河
東
、
移
其
粟
於
河
内
。
河
東
凶
亦
然

こ
こ
で
は
一
国
内
に
お
け
る
食
糊
供
給
と
需
要
と
の
地
域
的
不

均
衡
を
解
消
す
べ
く
、
一
地
域
か
ら
他
地
域
へ
民
を
移
動
さ
せ

る
こ
と
が
、
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
当

然
、
民
が
そ
れ
ま
で
保
持
し
て
い
た
地
縁
的
結
合
を
何
ら
か
の

意
味
で
弱
体
化
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

戦
争
、
と
く
に
そ
の
敗
北
を
通
し
て
、
民
の
地
縁
的
結
合
が

強
制
的
に
解
体
さ
せ
ら
れ
た
事
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
史

記
秦
本
紀
昭
襄
王
―
二
年
の
条
に

、
、
、
、

（
司
馬
）
錯
攻
魏
河
内
。
魏
獣
安
邑
。
秦
出
其
人
、
募
徒
河

東
、
賜
爵
、
赦
罪
人
遷
之

と
み
え
る
し
、
ま
た
同
様
な
事
例
は
史
記
樗
里
子
甘
茂
列
伝
に

も
み
え
る
。

秦
恵
王
八
年
、
爵
樗
里
子
右
更
、
使
賂
而
伐
曲
沃
、
盛
出

其
人
取
城
、
地
入
秦
．

ま
た
六
国
年
表
に
は
「
魏
哀
王
五
年
、
秦
抜
我
曲
沃
、
婦
其

人
」
と
あ
り
、
秦
本
紀
恵
文
君
十
三
年
の
条
に
は
「
使
張
儀
伐

取
狭
、
匝
災
心
興
読
」
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例
、
す
な
わ

ち
戦
争
の
敗
北
を
契
機
に
、
旧
来
の
民
が
新
た
な
る
征
服
者
に

よ
っ
て
他
処
へ
移
住
を
強
制
さ
れ
、
地
縁
的
結
合
が
解
体
さ
れ

て
し
ま
う
、
少
な
く
と
も
弱
め
ら
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
事
例

は
、
す
で
に
春
秋
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
左
伝
偽
公
1

一
五
年
の
記
述
に
よ
る
と
、
晉
の
文

公
が
陽
奨
を
囲
み
、
こ
れ
を
伐
と
う
と
し
た
さ
い
、
陽
奨
の
人

倉
葛
の
「
徳
以
柔
中
國
、
刑
以
威
四
夷
、
宣
吾
不
敢
服
也
。
此

誰
非
王
之
親
姻
、
其
伴
之
也
」
と
い
う
言
に
よ
り
伐
つ
の
を
思

止
ま
っ
て
、
「
乃
出
其
民
」
と
い
う
。
同
様
の
説
話
は
国
語
の
周

語
中
、
晉
語
四
に
も
み
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
説
話
そ
の

も
の
を
史
実
と
見
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
し
か
し
文
公
が
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「
乃
出
其
民
」
こ
と
に
つ
い
て
ほ
、
こ
れ
を
事
実
と
考
え
て
よ

か
ろ
う
。
た
し
か
し
左
伝
に
お
い
て
滅
ぼ
し
た
邑
の
民
を
強
制

的
に
他
処
へ
移
す
、
と
い
う
例
は
多
い
。
「
斉
侯
、
莱
を
滅
し
、

莱
を
剋
に
遷
す
」
（
襄
公
五
年
）
、
「
楚
の
共
王
、
頼
を
滅
す
。

…
…
頼
を
瑯
に
遷
す
」
（
昭
公
四
年
）
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
孟
子
が
眼
に
し
た
「
凶
年
餓
歳
、

老
弱
轄
乎
溝
墾
、
壮
者
散
而
之
四
方
者
幾
千
人
突
」
、
あ
る
い

は
「
彼
奪
其
民
時
、
使
不
得
耕
褥
以
養
其
父
母
凍
餓
、
兄
弟
妻

子
離
散
」
な
る
現
実
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
偶
然
に
も
た
ら

さ
れ
た
の
で
は
な
く
し
て
、
戦
争
と
餓
饉
と
い
う
危
機
的
情
況

を
背
景
と
し
て
、
民
の
地
縁
的
結
合
を
解
体
す
べ
く
、
上
か
ら

の
権
力
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
と
す
れ

ば
、
こ
こ
に
お
い
て
地
縁
的
結
合
か
ら
解
放
さ
れ
、
「
移
動
の

自
由
」
を
与
え
ら
れ
た
民
は
、
積
極
的
、
自
発
的
に
自
ら
進
ん

で
、
そ
の
よ
う
な
「
自
由
」
を
獲
得
し
た
の
で
は
な
く
し
て
、

受
動
的
、
偶
発
的
に
そ
う
し
た
「
自
由
」
を
与
え
ら
れ
、
止
む

を
得
ず
、
追
放
さ
れ
る
よ
う
に
他
処
へ
移
動
し
て
い
っ
た
、
し

か
も
そ
の
場
合
、
「
父
子
不
相
見
、
兄
弟
妻
子
離
散
」
と
あ
る

よ
う
に
、
血
縁
的
紐
帯
ま
で
も
解
体
さ
れ
な
が
ら
移
動
し
て
い

っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
孟
子
に
お
い
て
民
の
移
動
の
問
題
は
、
こ
れ
ま

で
見
て
き
た
よ
う
な
受
動
的
な
、
強
制
さ
れ
た
移
動
と
い
う
側

面
か
ら
の
み
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
積
極

的
な
、
そ
し
て
自
発
的
な
移
動
と
い
う
側
面
も
考
え
ら
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
梁
恵
王
上
篇
に

今
王
稜
政
施
仁
、
使
天
下
仕
者
、
皆
欲
立
於
王
之
朝
、
耕

者
皆
欲
耕
於
王
之
野
、
商
買
皆
欲
蔵
於
王
之
市
、
行
旅
皆
欲

出
於
王
之
塗
、
天
下
之
欲
疾
其
君
者
、
皆
欲
赴
惣
於
王
。
其

若
是
、
執
能
禦
之

と
あ
る
部
分
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
天
下
仕
者
」
、
「
耕

者
」
、
「
商
買
」
、
「
行
旅
」
、
「
天
下
之
欲
疾
其
君
者
」
が
「
痰
政

施
仁
」
の
王
の
も
と
へ
来
帰
す
る
の
だ
と
い
う
。
民
は
、
強
制

さ
れ
て
王
の
も
と
へ
来
帰
し
た
の
で
は
な
い
。
「
仁
政
」
を
行

う
王
の
も
と
へ
自
発
的
に
移
動
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
発
想
で
、
民
の
移
動
の
問
題
を
把
握
す
る
の
は
、
公
孫
丑
上

篇
の
尊
賢
使
能
、
俊
傑
在
位
、
則
天
下
之
士
、
皆
悦
而
願
立
於

其
朝
突
。
市
塵
而
不
征
、
則
天
下
之
商
、
皆
悦
而
願
蔵
於
其

市
突
。
闘
磯
而
不
征
、
則
天
下
之
旅
、
皆
悦
而
願
出
於
其
路

突
。
耕
者
助
而
不
税
、
則
天
下
之
農
、
皆
悦
而
願
耕
於
其
野

突
。
塵
無
夫
里
之
布
、
則
天
下
之
民
、
皆
悦
而
願
為
之
限

突
。
信
能
行
此
五
者
、
則
郡
園
之
民
仰
之
若
父
母
突
。
率
其
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子
弟
、
攻
其
父
母
、
自
有
生
民
以
来
、
未
有
能
清
者
也
。
如

此
則
無
敵
於
天
下
。
無
敵
於
天
下
者
、
天
吏
也
。
然
而
不
王

者
、
未
之
有
也

と
あ
る
部
分
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
「
天
下
之
士
」
、

「
天
下
之
商
」
、
「
天
下
之
旅
」
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
同
質
な
存

在
で
あ
る
「
天
下
之
農
」
、
「
天
下
之
民
」
が
「
仁
政
」
を
施
す

王
の
も
と
へ
来
帰
す
る
の
だ
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
「
仁
政
」

を
行
う
王
の
も
と
で
支
配
さ
れ
る
べ
く
、
自
発
的
に
こ
の
王
の

も
と
へ
来
帰
す
る
、
と
い
う
発
想
で
こ
れ
ら
の
民
が
把
握
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
膝
文
公
下
篇

で
は
周
零
の
「
出
謳
必
載
質
、
何
也
」
と
い
う
問
に
対
し
、
孟

子
は
「
士
之
仕
也
、
猶
農
夫
之
耕
也
。
農
夫
登
為
出
謳
舎
其
乗

葬
哉
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
こ
で
の
農
民
の
出
羅
は
士
の
出
蓋

と
同
質
の
行
為
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
自
ら
士
の
一
員

と
自
覚
し
て
い
る
孟
子
に
あ
っ
て
、
士
の
出
蓋
は
当
然
自
発
的

な
行
為
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
と
同
質
の

農
民
の
出
彊
な
る
行
為
も
ま
た
、
当
然
に
も
自
発
的
な
行
為
と

考
え
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

か
く
し
て
孟
子
に
お
け
る
民
は
「
仁
政
」
を
施
す
王
の
も
と

へ
来
帰
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
「
仁
政
」
の
具
体
的
内

容
が
、
士
に
対
す
る
「
尊
賢
使
能
、
俊
傑
在
位
」
は
別
に
し

て
、
「
市
慶
而
不
征
」
、
「
賜
穀
而
不
征
」
、
「
耕
者
助
而
不
税
」
、

「
隆
無
夫
里
之
布
」
と
い
う
経
済
政
策
を
主
内
容
と
し
た
も
の

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
天
下
之
商
」
、
「
天
下
之
農
」
、
「
天
下
之

民
」
は
、
「
利
」
を
獲
得
せ
ん
と
し
て
「
仁
政
」
を
施
す
王
の

(
1
)
 

も
と
へ
来
帰
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
孟
子
に
お
い
て
、
積
極
的
に
「
利
」

を
求
め
、
自
発
的
に
移
動
す
る
、
す
な
わ
ち
、
王
の
「
仁
政
」

を
目
前
に
し
て
す
で
に
し
て
「
移
動
の
自
由
」
を
持
つ
存
在
、

す
で
に
し
て
地
縁
的
結
合
か
ら
解
体
さ
れ
た
存
在
1

そ
れ
が

如
何
な
る
力
に
よ
る
の
か
、
自
ら
の
力
に
よ
っ
て
自
ら
を
解
放

し
た
の
か
、
あ
る
い
は
他
律
的
に
解
放
さ
れ
た
の
か
、
た
と
え

ば
「
仁
政
」
の
介
入
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
の
か
、
に
つ
い
て

は
孟
子
は
問
わ
な
い
ー
と
し
て
の
民
衆
も
ま
た
想
定
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
民
衆
、
「
利
」
を
求
め
て
移
動
す
る

民
衆
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
他
の
文
献
に
も
見
ら
れ
る
。
た
と

え
ば
、
紀
元
前
二
六

0
年
の
長
平
の
戦
か
ら
間
も
な
い
時
期
に

(
2
)
 

成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
商
君
書
株
民
篇
を
見
て
み
よ
う
。
こ

の
篇
は今
秦
之
地
方
千
里
者
五
…
…
又
不
盤
為
用
、
此
人
不
稲
土

と
あ
る
よ
う
に
、
土
地
に
対
し
て
相
対
的
な
人
口
過
疎
、
労
働
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力
不
足
の
状
態
に
あ
る
秦
ヘ

彼
土
狭
而
民
衆
、
其
宅
参
居
而
井
慮
、
其
賓
萌
買
息
。
民

上
無
通
名
、
下
無
田
宅
、
而
侍
姦
務
末
作
以
慮
。
人
之
復
陰

陽
澤
水
者
過
半
。
此
其
土
之
不
足
以
生
其
民
也

と
い
う
状
態
、
す
な
わ
ち
、
土
地
に
対
し
相
対
的
な
人
口
過

剰
、
労
働
力
過
剰
な
状
態
に
あ
る
三
晋
か
ら
如
何
に
し
て
労
働

力
を
移
住
さ
せ
る
の
か
、
そ
の
手
段
を
主
題
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
こ
の
篇
の
作
者
は
「
今
王
稜
明
恵
、
諸
侯
之
士
来
師

義
者
、
今
使
復
之
三
世
、
無
知
軍
事
」
あ
る
い
は
「
今
利
其
田

宅
、
復
之
三
世
。
此
必
興
其
所
欲
而
不
使
行
其
所
悪
也
。
然
則

山
東
之
民
無
不
西
者
突
」
と
し
て
、
三
晋
か
ら
秦
へ
移
住
し
て

来
る
民
に
軍
役
を
1

二
代
に
わ
た
っ
て
免
除
す
る
、
か
く
の
ご
と

く
す
れ
ば
、
山
東
の
民
は
必
ず
や
西
方
の
秦
へ
移
住
し
て
来
る

は
ず
で
あ
り
、
秦
の
人
口
過
疎
、
労
働
力
不
足
の
問
題
は
必
ず

解
決
す
る
の
だ
と
い
う
。
さ
ら
に

臣
顆
以
王
吏
之
明
為
過
見
、
此
其
所
以
弱
、
不
奪
三
晉
民

者
、
愛
爵
而
重
復
也
、
其
説
日
、
三
晉
之
所
以
弱
者
、
其
民

務
榮
而
復
爵
軽
也
、
秦
之
所
以
強
者
、
其
民
務
苦
而
復
爵
重

也
、
今
多
爵
而
久
復
、
是
繹
秦
之
所
以
彊
、
而
為
三
晉
之
所

以
弱
也
、
此
王
吏
愛
爵
重
復
之
説
也
、
而
臣
察
以
為
不
然

と
し
て
、
秦
が
爵
を
愛
み
、
軽
々
し
く
授
け
ず
、
ま
た
容
易
に

軍
役
を
免
除
し
な
い
こ
と
に
、
三
晋
か
ら
秦
へ
人
間
の
移
動
し

て
来
な
い
理
由
を
求
め
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
三
晋
の
民

の
な
か
に
は
す
で
に
三
晋
に
お
い
て
爵
と
復
と
の
特
権
を
享
受

し
て
い
る
も
の
も
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
れ
ら
の
特
権
を
享
受
す

る
可
能
性
は
、
三
晋
の
民
す
べ
て
に
開
か
れ
て
い
る
と
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
株
民
篇
の
作
者
は
、
三
晋
に
お
い
て
す
ら

そ
う
し
た
特
権
を
現
に
享
受
し
て
い
る
、
ま
た
そ
の
可
能
性
を

持
つ
民
に
、
三
晋
以
上
に
爵
と
復
と
の
特
権
を
与
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
か
れ
ら
を
秦
へ
移
動
せ
し
め
よ
う
、
と
考
え
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
篇
の
作
者
は
、
よ
り
一
層
の
軍
役
免
除

と
授
爵
と
を
手
段
に
、
三
晋
の
民
を
そ
の
地
か
ら
切
断
し
、
秦

へ
移
動
せ
し
め
ん
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
逆
に
三

晋
の
民
の
側
か
ら
言
え
ば
、
よ
り
一
層
の
軍
役
免
除
と
授
爵
と

い
う
「
利
」
を
求
め
、
敢
て
地
縁
的
紐
帯
、
爵
に
よ
っ
て
構
造

化
さ
れ
た
秩
序
の
な
か
で
の
位
置
付
け
か
ら
自
己
を
解
放
し
、

秦
へ
移
住
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
民
の
移
動
の
問
題
が
孟
子
に
お

い
て
如
何
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
分
析
し
て
き
た
。

そ
こ
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
ま
ず
戦
乱
や
餓
饉
を

契
機
と
し
て
上
か
ら
強
制
的
に
移
住
さ
せ
ら
れ
る
民
の
存
在
で

あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
王
の
「
仁
政
」
の
も
と
へ
積
極
的
、



こ
こ
に
お
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
二

つ
の
類
型
の
「
移
動
」
、
止
む
を
得
ず
そ
の
本
来
の
土
着
地
か

ら
追
放
さ
れ
た
民
と
、
仁
政
の
も
と
へ
自
発
的
に
移
動
す
る
民

と
が
、
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
考
察
す
る
た
め
に
、
ま
ず
わ
れ
わ
れ
は
、
商
君
書

株
民
篇
に
み
ら
れ
る
よ
り
一
層
の
爵
と
復
と
を
求
め
、
三
晋
か

ら
秦
へ
移
動
し
て
来
る
民
と
、
孟
子
に
お
い
て
王
の
「
仁
政
」

の
も
と
へ
移
動
し
て
来
る
民
と
を
、
そ
の
移
動
の
性
質
の
相
違

と
い
う
観
点
か
ら
比
較
・
分
析
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
彼
民
篇
に
お
い
て
、
民
を
移
動
さ

す
べ
く
採
用
さ
れ
る
政
策
は
、
三
晋
が
す
で
に
採
用
し
て
い
る

政
策
、
す
な
わ
ち
爵
を
授
け
復
を
施
す
と
い
う
政
策
そ
の
も
の

で
あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
程
度
を
よ
り
一
層
甚
し
く
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
孟
子
に
あ
っ
て
、
民
を
招
来
す
べ

き
王
の
採
用
す
る
「
仁
政
」
は
他
の
君
主
た
ち
の
採
る
政
策
と

は
正
反
対
の
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
孟
子
に
あ
っ
て
、

一
方
の
極
に
「
仁
政
」
が
位
置
し
、
他
方
の
極
に
は
そ
れ
と
全

く
正
反
対
の
「
虐
政
」
が
位
置
す
る
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ

れ
と
関
連
す
る
の
で
あ
る
が
、
彼
民
篇
に
あ
っ
て
移
住
し
て
来

8

自
発
的
に
移
住
す
る
民
も
ま
た
孟
子
に
お
い
て
想
定
さ
れ
て
い

る。

る
民
は
、
そ
の
本
来
の
土
着
地
に
あ
っ
て
、
現
実
に
爵
を
与
え

ら
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
可
能
性
を
持
つ
民
、
す

な
わ
ち
三
晋
の
秩
序
の
う
ち
に
位
置
付
け
ら
れ
た
民
で
あ
っ

た
。
彼
民
篇
の
課
題
は
、
そ
の
よ
う
に
秩
序
の
う
ち
に
位
置
付

け
ら
れ
た
民
を
、
そ
の
秩
序
か
ら
切
断
し
、
秦
の
設
定
す
る
新

た
な
る
秩
序
へ
組
込
む
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対

し
、
孟
子
に
お
い
て
、
王
の
「
仁
政
」
の
も
と
へ
移
住
し
て
来

る
民
は
、
す
で
に
引
用
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

地
方
百
里
而
可
以
王
。
王
如
施
仁
政
於
民
、
省
刑
罰
、
薄

税
緻
、
深
耕
易
孵
、
壮
者
以
暇
日
、
脩
其
孝
悌
忠
信
、
入
以

事
其
父
兄
、
出
以
事
其
長
上
、
可
使
制
梃
以
撻
秦
楚
之
堅
甲

利
兵
突
。
彼
奪
其
民
時
、
使
不
得
耕
孵
以
養
其
父
母
、
父
母

凍
餓
、
兄
弟
妻
子
離
散
、
彼
陥
溺
其
民
、
王
往
而
征
之
、
夫

誰
典
王
敵
、
故
日
、
仁
者
無
敵
、
王
請
勿
疑
（
梁
恵
王
上
）

と
あ
る
よ
う
に
「
其
の
民
の
時
を
奪
は
れ
、
耕
孵
し
以
て
其
の

父
母
を
養
ふ
を
得
ざ
ら
し
む
る
」
状
態
に
追
込
ま
れ
、
「
父
母

凍
餓
、
兄
弟
妻
子
離
散
」
し
た
民
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
本
来
の

土
地
に
お
い
て
虐
げ
ら
れ
て
い
た
民
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
虐
政
」

が
「
父
子
不
相
見
、
兄
弟
妻
子
離
散
」
な
る
現
象
を
結
果
す
る

も
の
だ
と
す
れ
ば
、
孟
子
に
お
い
て
王
の
「
仁
政
」
の
も
と
へ

移
動
し
て
来
る
民
は
、
す
で
に
、
そ
の
本
来
の
土
地
か
ら
切
断



，
 

さ
れ
、
地
縁
的
結
合
を
解
体
さ
れ
て
い
た
民
、
そ
の
意
味
で
の

「
移
動
の
自
由
」
を
持
つ
存
在
で
あ
る
と
言
え
る
。
株
民
篇
に

お
い
て
課
題
と
さ
れ
て
い
た
の
が
、
一
つ
の
秩
序
の
な
か
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
た
民
を
、
そ
の
秩
序
か
ら
解
放
し
、
他
の
秩

序
の
う
ち
へ
位
置
付
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
孟
子
に

あ
っ
て
は
、
す
で
に
し
て
無
秩
序
の
う
ち
に
あ
る
民
を
、
王
の

「
仁
政
」
の
も
と
へ
位
置
付
け
る
こ
と
が
課
題
で
あ
っ
た
。
同

じ
く
「
利
」
を
求
め
て
移
動
す
る
存
在
と
し
て
民
を
把
握
す
る

彼
民
篇
と
孟
子
と
に
あ
っ
て
も
、
以
上
の
点
が
明
確
な
差
異
と

し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
孟
子
の
提
起
す
る

二
つ
の
類
型
の
移
動
に
み
ら
れ
る
民
、
上
か
ら
の
強
制
に
よ
っ

て
移
動
さ
せ
ら
れ
る
民
と
自
発
的
に
「
仁
政
」
の
も
と
へ
移
動

し
て
い
く
民
と
は
、
実
は
同
一
の
民
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
す

な
わ
ち
、
孟
子
に
お
い
て
民
の
移
動
が
、
二
つ
の
異
な
る
類
型

と
し
て
把
握
さ
れ
た
の
は
、
一
連
の
現
象
の
言
わ
ば
前
半
部
分

と
後
半
部
分
と
の
特
色
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
把
握
さ
れ
た
結
果

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
特
色
を
持
ち
つ
つ
構
想
さ
れ
た
、
孟
子
に
お
け

る
民
の
移
動
の
問
題
は
、
移
動
し
て
来
た
民
が
、
以
下
に
示
す

よ
う
な
定
着
形
態
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
結
す
る
。

五
畝
之
宅
、
樹
之
以
桑
、
五
十
者
可
以
衣
吊
突
、
雛
豚
狗

歳
之
畜
、
無
失
其
時
、
七
十
者
可
以
食
肉
突
、
百
畝
之
田
、

勿
奪
其
時
、
八
口
之
家
、
可
以
無
飢
突
、
謹
痒
序
之
教
、
申
之

以
孝
悌
之
義
、
頒
白
者
不
負
戴
於
道
路
突
、
七
十
者
衣
吊
食

肉
、
黎
民
不
飢
不
寒
、
然
而
不
王
者
未
之
有
也
（
梁
恵
王
上
）

あ
る
い
は
死
徒
無
出
郷
、
郷
田
同
井
、
出
入
相
友
、
守
望
相
助
、
疾

病
相
扶
、
則
百
姓
親
睦
（
膝
文
公
上
）
(
3
)
 

と
あ
る
よ
う
に
数
人
か
ら
な
る
家
族
を
単
位
に
五
畝
の
宅
地
と

百
畝
の
田
地
を
給
与
さ
れ
、
そ
の
土
地
に
定
着
し
、
周
囲
の
他

の
家
々
と
地
縁
的
結
合
関
係
を
形
成
し
て
い
く
、
と
い
う
の
で

あ
る
。(

1
)

津
田
左
右
吉
は
「
利
を
求
め
る
こ
と
を
力
を
極
め
て
排
斥
し

た
孟
子
で
あ
り
な
が
ら
、
民
に
つ
い
て
は
仁
義
に
よ
ら
ず
し
て

利
害
に
よ
っ
て
去
就
す
る
こ
と
を
正
営
視
し
、
そ
れ
を
基
礎
と

し
て
王
道
論
を
立
て
て
ゐ
る
」
（
前
掲
書
一
五
三
頁
）
と
述

ペ
て
い
る
。

(
2
)

株
民
篇
に
は
「
且
周
軍
之
勝
、
華
軍
之
勝
、
長
平
之
勝
、
秦

所
亡
民
者
幾
何
、
民
客
之
兵
不
得
事
本
者
幾
何
。
臣
察
以
為
不

可
敷
突
」
と
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
篇
の
書
か
れ
た
時
期

は
長
平
の
戦
の
後
、
し
か
も
そ
の
厖
大
な
担
失
を
回
復
し
得
て

な
い
時
期
、
換
言
す
れ
ば
、
長
平
の
戦
か
ら
さ
ほ
ど
時
間
を
経
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お
わ
り
に

過
し
て
い
な
い
時
期
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

(
3
)

孟
子
は
、
周
代
の
制
と
し
て
「
耕
者
之
所
獲
、
一
夫
百
畝
゜

百
畝
之
糞
、
上
農
夫
食
九
人
、
上
次
食
八
人
、
中
食
七
人
、
中

次
食
六
人
、
下
食
五
人
」
（
萬
章
下
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に

も
、
孟
子
の
前
提
と
し
て
い
る
生
産
・
消
費
単
位
と
し
て
の
家

族
が
、
比
較
的
小
人
数
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
孟
子
に
お
い
て
、
民
の
移
動
が
如
何

に
考
え
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
こ
で
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
孟
子
に
お
い
て
、
民
の
移
動
の
問
題

は
、
強
制
さ
れ
て
受
動
的
に
そ
の
本
来
の
土
着
地
か
ら
切
断
さ

れ
、
地
縁
的
、
血
縁
的
紐
帯
を
解
体
さ
れ
て
、
止
む
な
く
移
動

し
て
い
く
、
と
把
握
さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
仁
政
」
を
施
す
王

の
も
と
に
積
極
的
、
自
発
的
に
移
動
し
て
い
く
、
と
い
う
形
で

も
把
握
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
意

し
た
い
こ
と
は
、
王
の
「
仁
政
」
そ
の
も
の
が
、
民
を
そ
の
本

来
の
土
着
地
か
ら
切
断
す
る
政
策
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ

る
。
「
仁
政
」
は
、
す
で
に
土
地
か
ら
切
断
さ
れ
て
い
る
民
を

招
株
し
得
る
だ
け
な
の
で
あ
り
、
民
を
そ
の
土
着
地
か
ら
切
断

す
る
の
ほ
「
虐
政
」
の
働
き
な
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
は

な
は
だ
奇
妙
で
は
あ
る
が
、
孟
子
の
王
道
論
は
、
か
え
っ
て

「
虐
政
」
の
存
在
、
そ
う
し
た
「
虐
政
」
を
行
う
君
主
の
存
在

(
1
)
 

を
前
提
と
し
て
、
は
じ
め
て
成
立
す
る
も
の
だ
と
言
え
る
。

も
う
一
っ
奇
妙
な
こ
と
は
、
孟
子
に
あ
っ
て
農
民
の
存
在
・

行
動
形
態
が
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
商
人
、
士
（
遊
説
者
）
の

そ
れ
を
モ
デ
ル
に
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
孟
子
に
あ
っ
て
究
極
的
に
は
、
農
民
は
定
着
を
そ
の
存
在

・
行
動
形
態
の
本
質
と
す
る
存
在
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
前
引
の
箇
所
に
「
死
徒
無
出
郷
」
と
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
民
の
存

在
・
行
動
形
態
が
、
そ
も
そ
も
移
動
す
る
こ
と
を
存
在
・
行
動

形
態
の
本
質
と
す
る
商
人
、
士
を
モ
デ
ル
に
考
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
奇
妙
な
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
何
故
に
孟
子
は
こ
う
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
明
確
な
解
答
は
出
せ
な
い
の
で
あ
る
が
、
一
応
考
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
孟
子
が
自
分
自
身
の
存
在
・
行
動
形
態
に
引

付
け
て
、
農
民
の
そ
れ
を
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
前
引
の
箇
所
に
「
士
之
仕
也
、
猶
農
夫
之
耕

也
、
農
夫
登
為
出
彊
舎
其
未
師
哉
」
（
膝
文
公
下
）
と
い
う
箇
所

が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
箇
所
か
ら
直
接
読
取
れ
る
の

は
、
士
の
存
在
・
行
動
形
態
を
農
民
の
そ
れ
に
引
付
け
て
理
解

し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
周
需
問
日
、
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古
之
君
子
仕
乎
J

で
始
ま
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ

の
一
文
を
含
む
一
節
が
士
の
仕
官
を
主
題
に
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
か
え
っ
て
農
民
の
存
在
・
行
動
形
態
を
士
の
そ
れ

に
引
付
け
て
孟
子
が
考
え
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
孟
子
が
民
の
移
動
の
問
題
を
考

え
た
と
き
、
き
わ
め
て
奇
妙
な
二
つ
の
前
提
に
立
っ
て
考
え
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
第
一
の
前
提
は
、
天
下
に
一
人

の
君
主
の
み
が
「
仁
政
」
を
行
い
、
他
の
す
べ
て
の
君
主
は

「
虐
政
」
を
行
な
っ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
前
提
。
第
二
に
農

民
の
存
在
・
行
動
形
態
が
、
商
人
や
士
の
そ
れ
と
同
質
な
も
の

だ
、
と
す
る
前
提
。
こ
う
し
た
奇
妙
な
前
提
に
立
っ
て
、
民
の

移
動
の
問
題
が
考
え
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
民
の
移
動
の
可

能
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
い
る
孟
子
の
王
道
論
も

ま
た
奇
妙
な
論
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
述
べ
て
き
た

よ
う
に
、
商
君
書
狭
民
篇
に
示
さ
れ
た
現
実
認
識
に
比
し
、
孟

子
の
現
実
認
識
の
観
念
性
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

(
1
)

津
田
左
右
吉
は
「
孟
子
の
説
い
た
よ
う
な
径
路
に
よ
っ
て
王

と
な
る
も
の
が
現
わ
れ
る
の
は
、
多
く
の
君
主
の
う
ち
の
一
人

の
み
が
仁
君
で
あ
っ
て
、
他
は
み
な
虐
主
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
」
（
前
掲
書
一
五
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。


